
幼児における実践体験型食教育の試行 ―味覚識別能,
食習慣との関連性―

言語: ja

出版者: 日本小児保健協会

公開日: 2013-08-27

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 吉田, 隆子, 甲田, 勝康, 中村, 晴信, 竹内, 宏一

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10271/411URL



第59巻　第1号，2000（65－71）

研　　　　究

幼児における実践体験型食教育の試行

一味覚識別能，食習慣との関連性－
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吉田　隆子1）●1，甲田　勝康1）■2
中村　晴信1）●2，竹内　宏一い2

【験文事旨〕

従来わが国の食教育は栄養素選択型教育と，食材科選択型教育の2種類が行われてきた。これらの食

教育は，幼児にとっては必ずしも理解しやすいとは言い難い。今回我々は，幼児が理解しやすい実践体

験型の食教育を試行した。

実践体験型の食教育を受けた保育園児は対照園児に比べ，甘味および酸味において有意に味覚識別能

が高く，塩味，および苦味においても高い傾向にあった。また，日頃の食習慣についても，実践体験型

の食教育を受けた幼児，およびその家庭においては，料理の仕方や食品の取り方に気をつけているなど

の回答が多かった。

今回の実践体験型の食教育は幼児の味覚識別能や食習慣に関連している可能性が示唆された。

KoywordS：幼児，味覚，食育，食習慣，栄養

Ⅰ．緒　　　言

従来わが国の食教育は栄養素選択型教育と，

食材科選択型教育の2種類が行われてきた卜3）。

栄養素選択型教育は，栄養所要量を基準に摂取

すべき栄養素の種類や量などについて教育する

ものであり，食材料選択型教育は，食材料から

必要な栄養素を確保するための知識や技術を教

育するものである。しかし，このような栄養素

を中心とした教育は幼児にとっては理解が難し

いのではないが），という指摘もある。

近年，生活習慣病が増加しているが4），大腸

がんや乳がんなどは食習慣と関連LS‾8），心疾

患や脳血管疾患についても食習慣と関連するこ

とが多い。これらの食習慣は，成人期にはじめ

て確立されるものではなく．すでに小児期より

徐々に形成されていくものである。このような

ことから，これらの生活習慣病の予防には小児

期から正しい食習慣を身につけることが必要で

あり，そのためには，幼児にとっても理解しや

すい食教育の普及が必要である2）。

足立らはその新しい試みとして，「主食」「主

菜」「副菜」という料理形態の概念を提唱し，

捷供される料理の中から選択することにより必

要栄養素を摂取する栄養教育を推奨した2）。今

回我々は，この料理形態の概念に「汁物」9）と

いう料理形態も加え，さらに，料理教室の体験

や消化吸収のメカニズムの理解，および食材と

なる野菜の栽培体験なども併せて行う，より実

践的な食教育を保育園児に試行した。

今回の報告は，この実践体験型の食教育の試

みが，幼児の味覚や，幼児およびその家庭の食
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習慣とどのように関連しているのかについての

検討である。

Ⅰ．対象および方法

1．実践体験型の食教育（「食育」）の内容

食青の内容は，まず，「主食」「主菜」「副菜」

「汁物」の4種の料理形態を通して食材料をバ

ランスよく摂取することについての教育であ

る。この教育のために，毎日の給食時に食育ラ

ンチョンマット（図1）を幼児に使用させた。

このマットは，幼児にわかりやすいように，主

食は「きいろのおさら」，主菜は「あかのおさら」，

副菜は「みどりのおさら」，汁物は「しろのお

さら」で表現してある。ここで「主食」とは食

事の中心的な位置を占める穀物を主材料とする

料理，「主菜」とは大豆，卵，魚，肉，乳など

を主材料として主食以外で中心的な位置を占め

る料理，「副菜」とは主食，主菜以外で，菓子

類は含まない料理，「汁物」とはうま味成分の

抽出液であるだし汁を利用した料理とした。

給食時以外においては，4種の料理形態につ

いてわかりやすく解説してある「4つのおさら」

の絵本▲0）の読み聞かせを1回10分間週4回

行った。

食青の他の内容として，毎年1回，「消化吸

小児保健研究

収排泄の生理についての講義」を，60分間行っ

た。この講義では，体内の消化管と排便メカニ

ズムを表現した布製の教材を用い，4種の料理

形態の消化吸収，さらに排便との関係を解説し

た。

さらに，毎月1回，保育時間内に園児に対し

て120分間の「料理教室」を開催した。料理教

室では，園児自身が栽培，収種した野菜，大豆，

鶏卵を使い納豆，豆腐，豆ご飯．豆汁，サラダ，

ごまあえ，卵焼き，オムレツ，ゆで卵等を年間

スケジュールに従って調理体験をさせた。そし

てこれらの料理がどの色の「おさら」になるの

かを教えた。また料理に用いるだし汁について

は，干しこんぶやかつお節や干ししいたけを用

い，それぞれから得られるだし汁の味を体験さ

せた。

毎日の給食や料理教室に使用する野菜などは

可能なかぎり園で栽培し，幼児に生育を体験さ

せた。その他，園の行事ごとに食青の内容につ

いて「保育園だより」へ掲載したり，父親が食

への関心を持つ目的で，6月と10月の2回にわ

たり「父親クッキング」を行い，園児と一緒に

野菜を使ったおやつ作りを体験した。

図1　ランチョンマット
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2．味覚検査を食青の評価に用いることの妥当性に

ついての検討

今回の食青についての検討に先立ち，日頃の

食習慣と味覚識別能との関連性を検討する目的

で，静岡県の4つの保育園児238名（3歳男児25

名，3歳女児29名，4歳男児39名，4歳女児45

名，5歳男児38名，5歳女児33名，6歳男児16

名，6歳女児13名）を対象に，園児の味覚検査

と食習慣に関するアンケート調査（保護者が記

入）を行った。

味覚検査は簑原らの方法】1‾13）に従い，滴下法

にて，各保育部屋で，毎日の保育に従事してい

る保育士の付き添いのもとに，午前9時から11

時までの間に行った。味質液は，テーストディ

スク（三和化学製）を用いた。テーストディス

クは，甘味；精製白糖，塩味；塩化ナトリウム，

酸味；酒石酸，苦味；塩酸キニーネの計4種類

の味質液について，それぞれ5段階の濃度で構

成されている（表1）。検査には4人の検者が

あたり，検者は各々1種類のみの味質液の検査

を担当した。被験児が4人の検者のところで順

次味覚検査を行うことにより，4種類すべての

味質液の検査が行えるようにした。被験児は，

まず最初の検者のところへ行き，蒸留水で口腔

内を十分に合そうさせた後味質液がどの種類の

味なのかを知らせない状況で，1種類の味質液

を1滴（約0．05ml）舌の中央に滴下した。滴

下後2－3秒以内に摘下した味質液の味がどの

種類なのかを「甘い」「塩からい」「酸っぱい」

「苦い」「無味」「何かわからない味がする」の

6つの中から口頭で答えさせ，結果は検者が記

録した。各味質液の濃度の段階は1から順次高

くし，識別できた最低濃度段階を被験児の味覚

識別能の値とし検者が記録した。被験児は残り
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3種類の味質液に関しても，順次他の検者のと

ころへ行き，同様の手順にて検査を行った。検

者は被験児に個別に対応して検査を行い，検査

の結果が他の被験児にわからないように注意し

た。なお，4人の検者には全ての幼児に同じ対

応ができるようあらかじめトレーニングさせ

た。また検査当日の朝食の内容については各家

庭の日頃の食事内容に従い，各家庭にて摂取し

た。

日頃の食習慣と味覚識別能との関連性につい

ては，Kruskal－Wallistestを用いて統計学的検

討を行い，p＜0．05において有意性ありとした。

3．食青と食習慣および味覚識別能との関連性につ

いての検討

次に，保育園入園後3歳時から継続的に食青

を試行している，静岡県0郡のM保育園児19名

（4歳男児4名，4歳女児4名，5歳男児3名，

5歳女児4名，6歳男児1名，6歳女児3名）

を対象群とした。また性および月齢をマッチン

グした静岡県0郡のH保育園児19名をコント

ロール群とした。双方に味覚識別能検査と食習

慣に関するアンケート調査（保護者が記入）を

行いMann－Whitneyls－Utestを用いて統計学的

検討を行った。

今回の研究については園児全員の保護者に対

し十分な説明を行い，保護者の同意を得て行っ

た。

Ⅱ．結　　　果

1．食習慣と味覚識別能との関連について

食青の有無にかかわらず，日頃の家庭での食

事の味付けについて，「日頃から甘味の味付け

に関して気をつけてひかえる」群は味覚識別能

表1　味覚検査に用いた味質液

味 質 液 の 種 類
味　 質　 液　 の　 段　 階　 別　 濃　 度

段 階 1 段 階　 2 段 階　 3 段 階　 4 段 階　 5

甘味 （製糖 白糖 ） 0 ．3 0 2 ．5 0 10 ．0 2 0 ．0 8 0 ．0

塩 味 （塩 化 ナ トリ ウ ム） 0 ．3 0 1．2 5 5 ．0 0 10 ．0 2 0 ．0

酸味 （酒石 酸 ） 0 ．0 2 0 ．2 0 2 ．0 0 4 ．0 0 8 ．00

苦 味 （塩 酸 キ ニー ネ） 0 ．0 0 1 0 ．0 2 0 ．10 0 ．50 4 ．00

単位；％
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段階と　関連
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表2　 食事の味つけの習慣と各味質液を識別できる濃度段階との開運

回答者致および割合 検定

甘味の段階　　 日頃甘味は；気をつけてひかえる ややひかえる 気にしないで使つ

＊
段階 1 4（14．8） 23（13．9） 2（4．3）

段階2 11（40．7） 71（43．0） 15（32．6）

段階3 9（33．3） 30（18．2） 12（26．1）

段階4 0（0．0） 15（9．1） 7（15．2）

段階5 1（3．7） 11（6．7） 8（17．4）

識別できず 2（7．4） 15（9．1） 2（4．3）

計 27（100 ） 165（100 ） 　 46（100 ）

気にしないで使う
塩味の段階 日頃塩味は；気をつけてひかえる ややひかえる

段階1 13（30．2） 48（29．1） 10（33．3）

段階2 19（44．2） 52（31．5） 12（40．0）

段階3 7（16．3） 25（15．2） 2（6．6）

段階4 2（4．7） 13（7．9） 2（6．6）

段階5 0（0．0） 5（3．0） 2（6．6）

識別できず 2（4．7） 22（13．3）　　　　　　 2（6・6）

計 43（100 ） 165（100 ）　　　　　　 30（100 ）

＊p＜0．05，KruskaI－Wallistest

表3　 菓子の摂取頻度と各味質液を識別できる濃度段階との関連

回答音数および割合 検定

甘味の段階 甘味の菓子は；毎日摂取 週に3 －4 回摂取 週に1 －2回摂取 ほとんど食べず

段階1 4（11．1） 12（12，1） 10（10．5） 3（37．5）

段階 2 17（47．2） 32（32．3） 46（48．4） 2（25．0）

投階3 5（13．9） 24（24．2） 21（22．1） 1（12．5）

段階4 4（11．1） 8（8．1） 9（9．5） 1（12．5）

段階 5 2（5．6） 13（13．1） 4（4．2） 1（12．5）

識別できず 4（11．1） 10（10．1） 5（5．3） 0（0．0）

計 36（100 ） 99（100 ） 95（100 ） 　 8（100 ）

ほとんど食べず
塩味の段階 塩味の菓子は；毎日摂取 週に3 －4 回摂取 週に1－2回摂取

＊
段階1 3（42．9） 13（26．0） 39（26．5） 16（47．1）

段階 2 2（28．6） 16（32．0） 53（36．1） 12（35．3）

段階3 1（14．3） 9（18．0） 21（14．3） 3（8．8）

段階4 0（0．0） 3（6．0） 12（8．2） 2（5．9）

段階 5 0（0．0） 2（4．0） 5（3．4） 0（0．0）

識別できず 1（14．3） 7（14．0） 17（11．6） 1（2．9）

計 7（100 ） 50（100 ） 147 （100 ） 34（100 ）

＊p＜0．05．Kruskal・Wallistest

が有意に高く（衰2），菓子の摂取回数につい

ては，塩味の菓子の摂取回数が多くなるほど味

覚識別能は有意に低かった（衰3）。食事の味

付けや，間食の摂取等，日頃の食習慣と味覚が

関連していることが示唆された。

2．食青と味覚離別能との関連について

日頃から食青を受けているM保育園児は対照

園児に比べ，甘味，および酸味において有意に

味覚識別能が高く，さらに塩味と苦味において

も味覚識別能が高い傾向にあり（衰4），日頃

の食青が味覚と関連していることが示唆され
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表4　実践体験型の食教育の有無と各味質液を識別できる漉度段階との関連
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味貿液の濃度の段階

回答者数および割合
検　 定

M 保育園（食育有） H 保育園（食育無）

甘味

段階1 4（21．1） 2（10．5） ＊＊

段階2 11（57．8） 4（21．1）

段階3 4（21．1） 9（47．3）

段階4 0（0．0） 3（15．8）

段階5 0（0．0） 1（5．3）

識別できず 0（0．0） 0（0．0）

計 19（100 ） 19（100 ）

塩味

段階1 7（36．8） 6（31．6）

段階2 6（31．6） 3（15．8）

段階3 5（26．3） 5（26．3）

段階4 1（5．3） 2（10．5）

段階5 0（0．0） 2（10．5）

識別できず 0（0．0） 1（5．3）

計 19（100 ） 19（100 ）

酸味

段階1 1（5．3） 2（10．5） ＊

段階2 16（84．2） 7（36．8）

段階3 2（10．5） 7（36．8）

段階4 0（0．0） 3（15．8）

段階5 0（0．0） 0（0．0）

識別できず 0（0．0） 0（0．0）

計 19（100 ） 19（100 ）

苦味

段階l 4（21．1） 0（0．0）

段階2 12（63．2） 14（73．7）

段階3 2（10．5） 4（21．1）

段階4 1（5．3） 1（5．3）

段階5 0（0．0） 0（0．0）

識別できず 0（0．0） 0（0．0）

計 19（100 ） 19（100 ）

＊＊p＜0．01，＊p＜0．05，Mann・WhitneylsUtest

た。

3．食青と食習慣との関連性について

食習慣に関しては，M保育園児およびその家

庭では，対照園児およびその家庭と比較して，

化学調味料を使うよりも，かつお節などの天然

の調味料を使う家庭が有意に多く，惣菜．冷凍

食品の利用回数は有意に少なかった。また，甘

味飲料の摂取回数も少ない傾向にあった。さら

に，統計学的には有意ではなかったが，食事の

味つけの際，甘味や塩味についてひかえると答

えたものが多い傾向にあった（表5）。食青を

受けている者の方がより好ましい食習慣を身に

つけていることが推察された。

Ⅳ．考　　　察

従来，栄養の指導方法や教育方法の効果判定

については，種々の方法が試みられている。

Singletonら】4＞は，児童生徒らに行った食教育

の効果について，栄養知識の程度をアンケート
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表 5 実践体験型の食教育の有無と幼児およびその家庭の鯛 慣との関連　　　　　　　　　　　　　　　　　　′－▲→

項　 目
M 保育園（食育有） H 保育園（食青年） 検　 疋

質 問

食事の味付け

甘味　 ひかえる
5（26．3） 1（5．3）

13（68．4）ややひかえる 10 （52．6）

気にしない
4（21．1） 5（26．3）

塩味　 ひかえる 5 （26．3） 2（10．5）

ややひかえる

気にしない

毎日

9（47 ．4）

5（26．3）

14 （73．4）

3（15．8）

酸味の摂取回数
1（5．3） 0（0．0）

2 （10．5）

＊＊

過3 －4 回 2（10．5）

過 1 － 2 回

食べない

11（57．9）

5 （26．3）

8（42．1）

8（42．1）

だし汁 かつお節 1（5．3） 0 （0．0）

1（5．3）

＊

かつお節と市販の削 り節 1（5．3）

市販の削 り節を使う

だしの素を使う

8 （42．1）

8（42．1）

1（5．3）

16 （84．2）

1（5．3）

16（84．2）
惣菜　 冷凍食品 使わない 6（31，6）

過 1 －2 回 13 （68．4）

2 日に 1 回

毎日使う

甘味 毎日

0（0．0）

0（0．0）

2（10．5）

0（0．0）

おやつ
1（5．3） 1（5．3）

7（36．8）
過 3 －4 回 7（36．8）

週 1 － 2 回 11（57．9） 9（47．4）

食べない 0 （0．0） 2（10．5）

塩味　 毎日
0（0．0） 0（0 ．0）

過 3 － 4 回
5（26．3） 6（31．6）

過 1 －2 回

食べない

11（57．9）

3（15．8）

9 （47．4）

4（21．1）

甘味飲料回数 毎日
0（0．0） 2（10．5）

6 （31．6）

＃

過3 －4 回 4 （21．1）

週 1 －2 回 9（47．4） 8（42．1）

飲まない 6（31．6） 2（10．5）

n＝19，不明回答は不記載，（）内は同一群内での％

＊＊p＜0．01，＊p＜0．05，＃p＜0・1・Mann－Whitney’sUtest

により評価し，より多く食教育を受けた者が栄

養知識の程度が高かったという結果を得てい

る。一方，簑原ら・5・16）は成人に対し，食習慣の

調査のみならず味覚識別能検査も食教育の効果

判定に加えて，その有効性を報告している0さ

らに，幼児に対する味覚検査の信頼性について・

簑原らは5段階の味質液濃度を用いて・検査時

に保育士が付き添う，特殊な場所では行わない・

などに留意すれば3歳からでもある程度信頼性

のおける検査結果を得られると報告してお

り12㌧今回我々は彼らを参考に味覚識別能の検

査を食青の効果判定に加えてみることを試み

た。

一方，味覚識別能と生活習慣病の関係につい

てはこれまでにいくつか報告されている0塩味

については味覚識別能が低いほど収縮期および

拡張期血圧が高く，甘味の味覚識別能と血圧と

の間にも関連性があるとの報告17）があり・ま
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た肥満と味覚閥値の問に正の相関関係があると

いう報告l机もされている。さらに今回我々が

食青の評価に先立って行った味覚検査と日頃の

食習慣との検討においては，日頃から味付けを

薄味にしたり，間食を少なくするなどの食習慣

をもつ者ほど味覚識別能が高いという結果が得

られ，以上の報告や結果を総合的に考えあわせ

ると，味覚検査の結果を一つの指標として用い

ることは意義のあることと考えられる。

以上のことから，我々は食青の効果判定に，

アンケート調査に加えてテーストディスクを用

いた味覚識別能の検査も行った。

その結果，今回の食青を受けた幼児の味覚識

別能はそうでないものより鋭敏であり，このこ

とは生活習慣病予防の点でより好ましい状態で

あると推察された。さらに，その幼児の家庭に

おいても薄味に気をつけるなどの好ましい食習

慣がみられ，今回の食青は本人だけでなく，そ

の保護者にも関連していることが示唆された。

今回の食青は複数の要素からなる教育である

が，そのうちどの要素が特に食習慣との関連性

が大きかったのか，また，各々の要素の持つ教

育的意義については今後の検討課題である。

Ⅴ．ま　と　め

我々の幼児を対象とした実践体験型の食教育

を保育園児に試行した結果，この食教育を受け

た園児はそうでないものに比べ，味覚識別能が

鋭敏であり，より好ましい食習慣を身につけて

いることが示された。

この論文の一・部は．第44回束海公衆衛生学会およ

び第57回日本公衆衛生学会において発表したもので

ある。
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